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は
じ
め
に
25 
(1)
と
あ
る
大
名
の
誕
生
卒
保
一
七
年
(
一
七
一
一
一
二
)
八
月
間
目
、
秋
m
間
滞
江
戸
中
屋
敷
に
男
-
土
し
み
ね
よ
し
か
た
子
が
誕
生
し
た
。
秋
田
務
第
五
代
滞
主
佐
竹
談
裂
の
養
嗣
子
佐
竹
義
墜
を
父
に
、
侍
姿
の
野
口
氏
を
母
と
し
、
左
土
問
と
名
付
叫
り
ら
れ
た
。
後
に
よ
し
ま
3
義
援
の
跡
を
継
ぎ
、
六
代
帯
主
と
な
る
佐
竹
義
其
で
あ
る
。
義
英
は
父
義
疫
が
養
父
義
裂
に
先
立
っ
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
嫡
孫
承
祖
し
世
間
と
な
り
、
宝
勝
一
五
年
(
一
七
五
一
)
逃
銀
製
封
し
て
い
る
。
彼
の
出
生
は
元
文
一
一
一
年
(
一
七
三
八
)
に
幕
府
に
丈
夫
屈
を
提
出
す
る
ま
で
、
務
主
家
族
・
綴
族
や
、
家
老
な
ど
務
政
の
中
畑
軌
を
担
う
者
の
み
に
し
か
知
ら
れ
ず
、
そ
の
存
在
は
公
に
岐
路
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
当
初
存
在
を
秘
さ
れ
、
養
嗣
子
の
庶
子
と
い
う
権
威
の
劣
る
左
吉
が
い
か
に
し
て
政
治
的
身
分
を
獲
得
し
、
家
替
相
続
を
j育
水
期
太
長E
な
し
得
た
の
か
を
、
彼
の
人
生
儀
礼
を
系
統
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
(
2
)
先
行
研
究
と
研
究
視
角
本
務
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
武
家
相
続
、
儀
礼
研
究
、
奥
向
研
究
の
一
一
一
つ
の
分
野
の
先
行
研
究
に
学
ん
で
い
る
。
武
家
抑
制
統
に
つ
い
て
は
、
中
田
然
、
鎌
悶
浩
苅
氏
を
は
じ
め
と
す
る
法
制
史
に
お
け
る
山
国
国
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
政
治
史
に
お
い
て
は
御
家
騒
動
と
い
う
「
御
家
」
存
統
の
危
機
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
近
年
で
は
笠
谷
和
比
古
氏
の
「
主
君
押
込
」
の
研
究
、
大
森
映
子
氏
の
公
辺
内
分
の
相
統
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
研
究
、
そ
の
他
養
子
相
統
と
政
治
‘
社
会
状
況
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
な
ど
、
近
世
大
名
が
「
御
家
」
の
永
統
を
希
求
す
る
様
相
が
多
様
な
視
点
か
ら
分
析
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
養
子
相
続
や
本
稿
で
取
り
上
げ
る
血
縁
関
係
の
希
薄
な
相
続
に
お
い
て
、
権
威
26 
の
劣
る
身
分
に
あ
っ
た
者
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
大
名
と
し
て
宥
臨
し
、
そ
の
身
分
の
正
統
性
を
得
た
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
分
析
す
る
う
え
で
個
人
の
人
生
儀
礼
を
系
統
的
に
分
析
す
る
視
角
が
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
儀
礼
研
究
に
お
い
て
は
、
近
世
社
会
の
政
治
構
造
、
秩
序
維
持
シ
ス
テ
ム
の
解
明
が
主
に
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
大
友
一
雄
氏
は
人
生
儀
礼
を
身
分
の
獲
得
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
儀
礼
を
個
別
に
で
は
な
く
、
一
連
の
も
の
と
し
て
系
統
的
に
分
析
す
る
視
角
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
生
儀
礼
に
着
目
し
、
そ
れ
を
系
統
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
務
主
と
の
血
縁
関
係
が
希
薄
で
あ
り
、
権
威
の
劣
る
'
身
分
に
あ
っ
た
者
が
い
か
に
し
て
政
治
的
身
分
を
獲
得
し
、
家
替
相
続
を
成
し
得
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
さ
ら
に
本
稿
で
は
、
人
生
儀
礼
を
検
討
す
る
う
え
で
「
奥
」
の
女
性
と
の
関
わ
り
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
も
試
み
よ
う
と
考
え
る
。
武
家
権
力
に
お
け
る
女
性
の
研
究
は
、
将
軍
・
大
名
の
委
娘
が
儀
礼
的
な
側
簡
を
中
心
に
政
治
的
役
割
を
鈍
っ
て
い
た
と
す
る
長
野
ひ
ろ
子
氏
の
研
究
を
受
け
て
、
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
大
名
家
の
奥
向
の
構
造
と
職
制
、
正
室
と
表
の
家
信
の
主
従
関
係
の
構
築
、
婚
姻
な
ど
に
よ
る
大
奥
と
大
名
家
の
府
内
、
大
名
家
の
樹
党
同
士
の
交
流
の
様
相
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
奥
向
研
究
で
は
娘
答
や
儀
礼
の
泊
で
研
究
が
深
め
ら
れ
て
き
た
が
、
大
名
家
の
「
御
家
」
の
存
統
に
女
性
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
検
討
が
手
務
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
奥
の
女
性
が
、
務
主
家
紋
の
一
員
と
し
て
大
名
家
の
男
子
の
成
長
過
程
、
身
分
の
獲
得
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
、
一
大
名
の
生
涯
を
追
う
な
か
で
「
御
家
」
の
存
続
に
関
わ
る
女
性
の
姿
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。
な
お
史
料
に
つ
い
て
は
、
主
に
秋
田
務
政
の
山
内
例
と
な
る
文
滋
・
記
録
を
主
題
別
に
収
録
し
た
編
築
物
で
あ
る
『
医
典
類
抄
』
を
使
用
す
る
。
第
宝主
佐
竹
殺
の
後
継
問
題
と
佐
竹
義
哀
の
身
分
上
昇
第
一
節
佐
竹
義
峯
の
後
継
問
題
と
存
在
を
秘
さ
れ
た
男
子
秋
田
務
佐
竹
家
で
は
枇
嗣
と
な
り
得
る
男
子
の
誕
生
に
滋
ま
れ
ず
、
恭
子
相
続
や
幼
少
相
続
が
近
世
を
通
じ
て
度
々
行
わ
れ
た
。
五
代
務
主
佐
竹
議
裂
も
四
O
歳
を
越
え
て
も
な
お
世
間
と
な
り
得
る
男
子
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
養
子
選
定
が
行
わ
れ
、
卒
保
一
七
年
(
一
七
三
一
一
)
五
月
九
日
、
幕
府
か
ら
分
家
大
名
の
佐
竹
義
思
を
養
嗣
子
と
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
議
峯
数
え
限
一
ニ
歳
(
以
下
、
年
齢
は
数
え
年
)
、
議
堅
四
一
歳
と
年
齢
は
わ
ず
か
二
歳
し
か
変
わ
ら
ず
、
両
者
と
も
「
御
長
年
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
人
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
次
の
世
代
の
後
継
者
を
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
る
の
も
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
ロ
義
墜
は
義
腕
子
に
選
ば
れ
た
も
の
の
、
こ
の
時
点
で
は
談
峯
に
笑
子
が
誕
生
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
翁
峯
に
実
子
が
誕
生
し
た
際
に
は
、
議
堅
の
養
嗣
子
と
し
て
家
替
を
継
が
せ
る
と
の
条
件
付
き
で
へ
uw
選
ば
れ
た
の
だ
っ
た
ロ
議
哀
が
誕
生
し
た
の
は
、
幕
府
か
ら
養
嗣
子
の
許
し
が
出
て
か
ら
一
一
一
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
山
山
生
が
秘
さ
れ
た
の
は
義
峯
の
実
子
の
誕
生
を
考
浴
し
て
、
騒
動
を
未
然
、
に
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
新
編
佐
竹
氏
系
図
』
を
み
る
と
、
本
保
一
七
年
か
ら
こ
O
年
に
か
け
て
談
裂
の
男
子
と
側
室
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
友
古
口
の
誕
生
す
る
こ
ヶ
月
前
の
亭
保
一
七
年
六
月
に
は
義
峯
の
男
子
仙
持
丸
が
亡
く
な
り
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
同
一
九
年
に
は
仙
寿
丸
の
母
で
、
他
に
五
人
の
女
子
を
産
ん
で
い
た
側
室
の
保
野
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
翌
二
O
年
三
月
に
は
側
室
伊
与
と
の
附
に
男
子
が
生
ま
れ
た
も
の
の
、
二
日
で
没
し
て
い
る
。
さ
ら
に
産
後
の
ひ
だ
ち
が
悪
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
伊
予
も
六
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
李
保
二
O
年
に
は
義
裂
の
側
室
も
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
子
の
誕
生
の
可
能
性
が
低
く
な
り
、
城
北
山
市
の
笑
子
に
代
わ
る
後
継
候
補
と
し
て
友
吉
の
存
複
を
認
知
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
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第
二
節
庶
子
身
分
と
し
て
認
知
さ
れ
る
表
は
『
潤
典
類
抄
』
な
ど
に
記
載
の
あ
る
佐
竹
義
誌
の
人
生
儀
礼
を
時
系
列
脳
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
を
み
る
と
義
哀
が
生
ま
れ
て
か
ら
三
年
間
は
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
本
保
二
O
年
以
降
「
内
々
」
で
は
あ
る
が
儀
礼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
こ
の
年
に
義
哀
の
身
分
に
い
か
な
る
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
卒
保
一
一
O
年
に
は
義
峯
の
笑
子
誕
生
の
可
能
性
が
低
く
な
っ
た
こ
と
で
、
次
世
代
の
後
継
者
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
に
家
老
今
宮
大
学
説
透
は
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。
そ
こ
で
今
宮
は
、
佐
竹
家
の
「
御
(
川
ω}
出
入
御
旗
本
衆
」
の
ひ
と
り
細
井
佐
次
右
衛
門
と
棺
談
し
、
「
屋
形
様
(
義
峯
)
御
対
碩
被
成
、
外
ニ
而
も
段
々
存
知
候
様
一
一
被
成
」
、
す
な
わ
ち
義
裂
と
左
土
日
を
対
商
さ
せ
、
そ
の
他
に
も
段
を
追
っ
て
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
「
御
実
子
も
無
御
座
候
か
、
い
っ
と
て
も
被
御
用
立
候
節
、
御
年
を
何
程
も
御
増
、
浜
町
ニ
而
之
御
姿
版
ニ
被
成
候
得
は
済
侠
事
」
、
つ
ま
り
務
家
の
実
子
不
在
に
備
え
て
、
い
つ
何
時
で
も
「
御
用
立
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
年
始
を
水
増
し
す
る
こ
と
で
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
実
子
に
よ
る
「
御
家
」
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
て
き
た
な
か
で
、
今
官
大
学
を
中
心
に
左
吉
の
身
分
を
上
昇
さ
せ
て
「
御
家
」
の
安
定
し
た
継
承
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
後
、
幾
度
が
世
嗣
と
し
て
中
屋
敷
入
り
し
た
こ
と
へ
の
祝
儀
が
中
屋
敷
の
災
御
般
で
行
わ
れ
た
が
、
次
の
史
料
か
ら
そ
の
様
子
が
わ
か
る
。
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表 佐竹毅Aの人生儀礼
日 時 数(官え年年齢) 儀礼名 出j考、 ~J~拠
卒保17年(1732)8月 4日 誕生 於 江戸朝W]r明日(中屋蚊)
父佐竹瀧~
母野口氏(1'，姿) r図~ 1-3 
『党政J
幼名‘「左r:TJ r悶』
本保20年間 3月初日 4 対顔 『悶~ 2-2 
同20年10月25日以後 4 (髪配) 「左古様ニ而御!韮位被成!日]数Jr匝』
1-19 
元文フロ年(1736)1月17日 5 誇司5 袴着役、介添役記1院なし
於:永寿院の部屋『家計uι1"-727
「御内々ニ而Jr国~ 1-21-22 
河年12月19日 5 娘f古f上梓祝儀 『悶j1-558 
フじ文 3年 5月 31ヨ 7 ;Ili直 『国.n1-22 
同年 5月 7日~ 7 (11) 嫡HヤG& 幕府に丈夫周を拠出、親戚大名、
家国へ披露『悶~ 2-15-16 
徳!IolJL と改名 f悶~ 1-8， r佐竹』
淡記 「徳7h丸織」
問4丞H 月1日 8(12) 幕府に嫡子}fiを挺i士i
同年8月14日 B 読む!i初 r!君~ 1-54-55 
フじ文 5年 9月10EI 9(13) 宮参 神田明事l'、 Xb越ß1用心『悶~ 1-13 
!司1j三日月 12日 9 下W}B有j 『問~ 1-48 
究保2年(1742)4月19日 1 (15) 嫡孫承級 『悶~ 2-34、W'('.[政』
表記 「若殿様」
[!U1f:.lO月18日 1 J見召初 『悶』ト56
同1"f.l0月24日 1 弓初 『国~ 1-57 
!司王下12月26日 1 御 I'! 名梁 「義J![Jと改める『悶~ 1-33 
『佐竹』
問 31p 3月 8日 12(16) 表ヘヲ!移 n主U1-60 
延1j(克年(1744)7月12日 13 (17) 剣術初 『悶~ 1-58 
同年9月 1日 13 梁出 8月25日通称「次郎Jを名乗る f間』
2-107 
将軍吉宗に御目見得『悶.n2-108、
『佐竹』
29 
日 l時 数("gえf年lF-齢) 儀礼名 的考、 M!拠
延本 311三8月初日 15(19) 半ヌじ服 n詰~ 1-39 
袖官1
問年1月17日 15 前髪i血 『悶』ト43~44
肉年12月1日 15 婚約 『国~ 2-73 
同年12月18日 15 従問位下叙任 『国~ 2-167、『佐竹』
19日友兵術日?と称す
'fl延 2年(1749)日月 3日 18(22) 上怪蚊へ引務 『図~ 3-793~794 
同4ド10月6日 18 逃瓶事基去} 『佐竹』、 n'l政』、 ff!UIU1()-499 
日j歪fo12月18日 18 侍従任官 『関~ 5-449、『佐竹』
窓際フじ年(1751) 20 初入部 5 月 8 日松田城到着、『悶~ 5-458 
『佐竹』
宝際 2年(1752)7月 l日 21 婚礼 『図~ 4-35、『佐竹』
疋2主前回吉徳(JJlt'1金沢城主)
娘(招)161，ι 
問 311'-8月201ヨ 22(26) 死去 n語~ 8-478、『佐竹』
葬儀百月22日『依竹』
*典拠『図~ : nmgl!fJi抄』巻数ー頁数。『佐竹~:~新編佐竹氏系図~o r家殺~:f佐竹家計』
1*1主主ー頁数。『究政~:r新司 1E政m修滞家論 ~3 巻~o r~!VIU: r徳川実記』。
30 
[
史
料
①
「
今
宮
大
学
義
透
御
家
老
勤
中
日
記
」
享
保
二
O
年
(
一
七
三
五
)
四
月
一
一
一
日
条
]
一
今
日
御
中
屋
敷
奥
御
殿
江
屋
形
様
大
御
前
様
兵
部
少
輔
様
智
治
院
様
両
得
姫
様
釧
捌
劇
科
刈
1
封
劇
引
例
ィ
刻
刻
刈
倒
以
側
削
釧
劉
則
樹
刻
鉄
、
御
中
屋
敷
江
御
移
以
後
上
々
様
御
揃
被
為
入
候
義
相
延
候
而
、
今
日
御
祝
儀
在
之
候
佐
官
口
様
江
初
而
御
対
顔
為
御
祝
儀
御
守
紛
指
巡
候
、
拙
者
縫
殿
助
も
奥
に
而
御
料
理
被
下
、
御
茶
過
御
殿
一
一
間
健
婦
候
、
御
見
物
在
之
上
々
様
夜
中
迄
被
成
御
座
候
(
傍
線
筆
者
)
こ
の
祝
儀
に
は
、
「
上
々
様
」
と
称
さ
れ
る
人
び
と
、
す
な
わ
ち
、
「
屋
形
様
」
(
議
案
)
、
「
大
御
前
様
」
(
義
察
正
常
品
)
、
「
兵
部
少
附
様
」
(
壱
岐
守
家
の
級
居
佐
竹
務
長
、
議
山
常
実
父
)
、
「
相
官
出
納
院
様
」
(
四
代
務
主
義
絡
母
)
、
「
岡
御
姫
様
」
(
義
架
娘
栄
常
)
、
「
壱
岐
q様
」
(
佐
竹
義
道
)
、
「
延
持
丸
様
」
が
一
向
に
会
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
務
主
義
峯
を
は
じ
め
佐
竹
家
の
女
性
を
含
む
諸
問
主
家
族
、
そ
し
て
分
家
大
名
の
壱
岐
守
家
の
人
々
(
柑
捕
ま
親
銀
)
が
一
河
に
会
し
た
場
で
対
顔
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
左
官
は
務
主
家
族
と
親
族
の
一
員
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
ロ
こ
の
対
顔
を
貌
其
の
家
制
世
相
続
以
前
の
人
生
の
第
一
の
タ
l
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
位
霞
づ
け
て
お
く
。
こ
う
し
て
「
御
家
」
の
当
主
と
対
顔
し
、
「
上
々
線
」
と
席
を
共
に
す
る
こ
と
で
左
官
は
庶
子
身
分
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
い
え
る
が
、
こ
の
狩
点
で
は
家
中
に
数
時
附
さ
れ
て
お
ら
ず
、
左
士
E
の
身
分
は
佐
竹
家
内
部
の
み
、
な
か
で
も
「
上
々
様
」
の
附
で
の
み
認
知
さ
れ
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
認
知
の
さ
れ
方
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
議
案
に
笑
子
が
誕
生
す
る
可
能
性
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
実
子
が
誕
生
し
た
場
合
を
考
え
て
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
佐
官
の
身
分
の
獲
得
は
貌
峯
の
実
子
誕
生
の
可
能
性
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
そ
の
可
能
性
が
低
く
な
る
に
つ
れ
て
「
御
家
」
の
安
定
し
た
継
承
を
恕
殴
し
て
身
分
の
上
昇
が
悶
ら
れ
た
。
ま
た
、
安
定
し
た
継
承
の
た
め
に
は
佐
吉
の
年
齢
を
水
湘
し
し
、
政
治
的
社
会
的
な
成
長
を
よ
り
一
一
回
早
め
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る。
こ
の
後
、
佐
古
の
「
髪
底
」
と
「
袴
翁
」
の
儀
礼
が
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、
簡
略
化
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
左
士
ロ
が
庶
子
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
家
中
に
彼
m除
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
第
三
節
「
嫡
孫
弘
」
に
よ
る
公
的
身
分
の
獲
得
本
節
で
は
、
「
嫡
孫
弘
」
、
す
な
わ
ち
公
儀
へ
の
崩
け
出
に
よ
っ
て
義
容
の
嫡
孫
と
し
て
認
め
ら
れ
、
家
中
や
対
外
的
に
披
露
さ
れ
る
一
連
の
過
程
を
、
彼
の
家
替
相
続
以
前
の
人
生
の
第
二
の
タ
l
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
位
置
づ
け
て
、
そ
の
過
程
と
そ
れ
に
関
わ
っ
た
人
々
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
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左
士
口
と
掠
拍
車
中
の
対
顔
が
行
わ
れ
て
か
ら
三
年
間
、
義
援
に
実
子
が
誕
生
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
友
吉
も
対
顔
以
後
成
長
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
元
文
一
ニ
年
(
一
七
一
ニ
八
)
二
月
、
義
山
市
は
、
左
中
古
J
V
嫡
孫
と
す
る
こ
と
を
家
老
た
ち
に
提
案
し
、
問
怠
を
得
て
い
る
。
家
老
た
Amv 
ち
の
述
名
の
覚
怒
に
よ
れ
ば
、
議
峯
に
実
子
が
誕
生
し
な
い
時
期
も
あ
り
、
左
士
口
を
披
附
附
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
御
家
之
根
源
」
を
厚
く
し
、
そ
の
よ
で
笑
子
の
誕
生
を
心
永
く
し
て
待
つ
同
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
翌
一
ニ
月
に
義
峯
は
参
勤
で
江
戸
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
「
御
弘
之
御
用
」
と
し
て
家
老
今
宮
大
学
と
宇
都
宮
帯
刀
も
赴
く
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら
の
「
御
用
」
は
友
吉
の
「
御
弘
」
に
つ
い
て
「
上
々
線
」
の
同
窓
を
得
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
怒
を
得
た
う
え
で
幕
府
へ
の
届
け
出
を
済
ま
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸
に
到
着
し
た
家
老
同
名
は
「
上
々
様
」
の
問
怒
を
得
る
た
め
に
{ω
“
も
(
判
付
}
彼
ら
の
も
と
へ
赴
い
た
が
、
政
初
に
四
代
務
主
義
格
の
母
智
清
院
の
も
と
へ
赴
い
て
い
る
。
知
官
清
院
は
「
御
家
同
時
ク
成
候
事
」
と
喜
ん
で
同
意
し
た
が
、
彼
女
は
を
岐
守
家
の
隠
居
の
兵
部
少
帥
州
議
長
の
訟
見
を
気
に
か
け
て
お
り
、
家
者
た
ち
に
は
彼
の
も
と
へ
赴
く
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
義
長
も
奥
論
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
次
い
で
談
山
幸
正
室
黒
悶
氏
も
同
訟
を
し
た
こ
と
は
後
日
の
史
料
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
一
一
一
人
の
向
怠
を
得
た
後
、
旗
本
細
井
佐
次
十
相
続
門
を
招
き
、
判
柏
{av 
府
へ
の
届
け
出
に
つ
い
て
の
棺
談
が
行
わ
れ
て
い
る
。
左
吉
の
存
在
を
幕
府
に
届
け
る
際
に
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
年
齢
を
水
摘
し
し
て
腐
け
出
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
具
体
的
な
相
談
が
な
さ
れ
て
い
る
。
佐
竹
家
で
は
こ
れ
ま
で
男
子
の
年
約
操
作
を
行
っ
た
こ
と
は
な
く
、
左
士
同
が
初
め
て
の
事
例
で
あ
り
、
情
報
通
の
旗
本
か
ら
情
報
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
四
点
へ
の
御
8
見
得
の
取
り
成
し
の
燦
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
を
考
慮
し
て
、
義
峯
の
意
見
で
四
歳
足
し
た
一
一
歳
で
幕
府
へ
崩
け
出
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
「
家
之
安
堵
」
の
た
め
の
年
齢
操
作
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
{舗】
さ
れ
、
実
年
に
対
し
て
幕
府
に
届
出
た
年
齢
は
官
年
と
呼
ば
れ
た
が
、
佐
竹
家
に
お
い
て
も
縫
其
の
事
例
以
後
、
官
年
を
用
い
た
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
政
治
約
役
会
的
な
成
長
を
早
め
務
主
の
権
威
を
維
持
す
る
う
え
で
も
効
果
的
で
あ
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
幕
府
へ
の
服
け
出
の
具
体
的
な
内
容
を
決
定
し
た
後
に
、
今
宮
た
ち
は
左
LTh
の
実
父
義
墜
と
祖
母
永
寿
院
の
も
と
へ
赴
く
が
、
両
者
は
当
初
向
立
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
義
峯
か
ら
左
古
を
蚊
露
す
る
こ
と
は
「
御
家
」
「
御
悶
」
の
た
め
を
思
つ
て
の
こ
と
で
、
佐
ょ
L
も
と
竹
山
城
(
佐
竹
京
家
の
義
本
)
を
は
じ
め
一
門
と
家
老
、
そ
し
て
「
上
々
様
」
の
同
意
も
得
ら
れ
て
い
る
の
で
、
待
問
坦
し
な
い
よ
う
に
と
の
言
葉
を
伝
え
た
こ
と
で
両
者
は
「
御
弘
」
に
同
意
し
て
い
る
。
「
上
々
様
」
の
河
訟
を
得
て
、
幕
府
へ
の
崩
け
出
が
行
わ
れ
る
が
、
細
井
の
意
見
に
よ
り
、
届
け
出
が
煩
雑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ひ
と
ま
ず
庶
子
と
し
て
届
け
、
対
外
約
に
も
庶
子
と
し
て
披
銘
し
、
そ
の
後
時
を
お
い
て
嫡
子
屈
を
出
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
丈
夫
屈
の
提
出
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以
降
は
、
佐
竹
家
内
で
は
義
察
の
嫡
孫
の
扱
い
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
い
る
。
元
文
三
年
五
月
、
細
井
佐
次
お
衛
門
が
老
中
本
多
中
務
大
櫛
へ
丈
夫
屈
を
提
出
、
左
官
は
佐
竹
家
嫡
子
の
幼
名
で
あ
る
「
徳
寿
丸
」
へ
改
名
し
、
波
紋
大
名
、
「
御
並
之
大
名
」
(
大
広
澗
訪
の
大
名
)
、
「
御
出
入
御
〔
川
必
)
肱
本
衆
」
へ
庶
子
身
分
と
し
て
披
m
附
さ
れ
た
。
さ
ら
に
家
中
に
お
い
て
も
披
附
附
さ
れ
、
国
訟
の
先
祖
の
御
露
屋
、
菩
提
寺
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
三
笠
也
が
代
参
を
す
る
こ
と
で
先
祖
と
の
結
び
つ
き
の
確
認
が
は
じ
め
て
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
佐
竹
中
部
内
の
み
で
あ
っ
た
左
官
の
身
分
が
公
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
元
文
限
年
四
月
に
は
細
井
佐
次
右
衛
門
が
老
中
松
平
伊
豆
守
へ
嫡
子
屈
を
提
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
対
外
的
に
も
嫡
子
(
議
案
の
嫡
孫
)
{mv 
身
分
を
獲
得
し
た
。
こ
の
際
の
祝
儀
の
贈
答
を
み
て
み
る
と
、
「
家
」
内
部
の
贈
答
で
は
義
率
、
義
架
正
室
、
議
盤
、
義
殴
正
室
、
智
治
院
、
ー
も
な
お
ひ
さ
永
寿
院
、
栄
・
痘
寿
(
義
府
軍
の
娘
)
、
兵
部
少
輔
義
長
、
自
信
岐
守
義
道
、
求
馬
(
延
寿
丸
改
め
)
と
い
っ
た
「
上
々
様
」
か
ら
贈
り
物
が
届
き
、
返
礼
し
て
い
る
。
ま
た
義
裂
の
二
女
で
こ
の
年
の
二
月
に
信
州
松
と
み
本
務
主
松
平
光
雄
に
嫁
ぎ
、
「
呉
服
橋
奥
様
」
と
称
さ
れ
て
い
た
笛
も
{初
V
贈
答
に
加
わ
っ
て
い
る
。
一
方
、
親
戚
大
名
と
で
は
、
義
堅
正
室
の
実
家
で
あ
る
久
留
米
務
有
馬
家
か
ら
太
刀
と
潟
代
、
自
録
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
、
他
家
か
ら
の
贈
り
物
を
受
け
取
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
続
戚
に
あ
た
る
中
村
落
相
馬
家
、
布
地
問
就
附
岩
城
家
、
福
岡
務
黒
m
田
家
に
は
か
ね
て
か
ら
祝
儀
の
贈
り
物
を
断
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
後
贈
答
に
関
す
る
史
料
は
な
く
、
お
そ
ら
く
締
り
物
は
断
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
親
戚
大
名
と
の
贈
答
が
行
わ
れ
て
い
な
い
な
か
で
も
他
家
に
嫁
い
だ
女
性
と
は
州
問
答
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
訟
を
変
え
て
述
べ
る
。
寺
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
丈
夫
届
の
挺
出
の
際
と
同
様
で
あ
っ
た
。
嫡
孫
身
分
に
お
い
て
は
、
先
祖
や
国
許
の
菩
提
寺
な
ど
の
寺
社
と
の
関
係
に
と
ど
ま
り
、
佐
竹
家
の
対
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
本
格
的
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
嫡
孫
承
祖
を
柑
慌
て
批
嗣
身
分
を
獲
得
し
て
か
ら
に
な
る
ロ
第
牽
嫡
孫
承
祖
と
毅
替
相
統
第
一
節
嫡
孫
承
祖
究
保
二
年
(
一
七
四
一
一
)
二
月
四
日
、
「
悲
殿
様
」
貌
堅
が
死
去
し
、
再
び
義
懇
の
股
嗣
を
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
幕
府
へ
嫡
孫
承
祖
の
お
願
い
を
し
て
徳
寿
丸
を
位
協
と
す
る
の
だ
が
、
こ
の
嫡
孫
承
祖
を
義
哀
の
人
生
の
第
三
の
タ
l
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
位
絞
づ
け
て
み
て
い
き
た
い
。
出
削
孫
一
雄
祖
の
抑
制
統
に
つ
い
て
は
、
代
位
相
続
法
(
代
襲
相
続
法
)
と
い
う
観
点
か
ら
、
法
制
史
の
分
野
で
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
{
詑
)
ま
ず
、
中
部
終
氏
は
『
法
制
究
論
集
』
第
一
巻
に
お
い
て
、
近
世
の
嫡
孫
養
子
の
制
度
は
焔
係
承
祖
と
称
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
代
位
相
続
で
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は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
波
耐
と
し
て
、
嫡
孫
と
い
っ
て
も
組
父
が
幕
府
に
嫡
孫
承
祖
を
願
い
出
な
け
れ
ば
家
督
を
相
統
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
嫡
孫
が
幼
少
で
あ
っ
た
場
合
に
は
他
人
を
中
継
と
し
て
相
統
さ
せ
る
場
合
が
あ
っ
た
と
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
中
田
氏
の
論
を
「
近
代
法
的
概
念
に
お
け
る
相
続
権
不
存
在
と
い
う
こ
と
か
ら
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
の
代
後
相
統
権
の
官
官
定
で
あ
る
」
と
し
て
、
嫡
孫
承
祖
を
代
後
根
統
と
捉
え
直
し
た
の
が
鎌
田
浩
氏
{mv 
で
あ
る
ロ
鎌
田
氏
は
、
中
田
氏
の
一
吉
う
他
人
を
相
続
人
と
し
て
嫡
孫
を
そ
の
順
養
子
と
す
る
方
法
は
、
事
情
は
嫡
子
で
あ
っ
て
も
全
く
同
様
で
あ
り
、
「
，
純
子
に
つ
い
て
認
め
得
る
格
統
期
待
権
に
比
し
、
何
等
劣
ら
な
い
代
制
捜
相
続
期
待
機
が
嫡
孫
に
存
夜
し
た
」
と
し
て
い
る
。
鎌
田
氏
に
よ
る
と
、
嫡
孫
の
格
統
は
ご
ゑ
祖
父
の
恭
子
と
し
て
か
ら
相
続
さ
せ
る
い
わ
ゆ
る
父
子
相
続
の
涼
刻
が
、
平
安
時
吋
代
後
半
刻
か
ら
成
立
し
、
中
枇
を
通
じ
て
設
か
れ
た
」
と
し
、
「
近
世
に
お
い
て
は
も
は
や
祖
父
の
養
子
と
す
る
こ
と
な
く
、
孫
の
地
伎
の
ま
ま
で
代
刑
判
相
統
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
氏
は
宝
麿
五
年
(
一
七
五
五
)
の
幕
府
触
荒
川
に
よ
る
嫡
孫
承
祖
の
成
文
化
を
悶
矧
と
し
、
元
禄
以
前
に
お
い
て
は
嫡
孫
義
子
と
い
う
考
え
も
混
在
し
て
い
た
が
、
漸
次
消
滅
し
て
い
き
、
事
保
燃
に
代
製
相
続
観
念
(
嫡
孫
承
祖
)
の
完
全
普
及
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
務
哀
の
嫡
孫
承
知
也
の
事
例
は
設
暦
五
年
以
前
の
寛
保
二
年
の
市
引
例
で
あ
る
が
、
鎌
悶
氏
の
い
う
特
徴
は
ど
れ
だ
け
見
出
せ
る
の
か
、
ま
た
嫡
孫
承
組
を
経
て
義
真
に
は
い
か
な
る
身
分
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。
悶
許
で
の
翁
堅
の
葬
儀
を
終
え
て
参
勤
で
江
戸
に
到
着
し
た
義
援
は
、
四
月
一
一
一
一
日
に
公
儀
へ
嫡
孫
承
視
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
を
徳
寿
丸
に
伝
え
、
二
ハ
日
に
は
細
井
俊
次
右
衛
門
に
依
頼
の
う
え
、
菅
岐
守
義
道
が
同
伴
、
嫡
孫
承
紐
の
御
願
書
を
御
用
番
へ
挺
出
し
、
受
理
さ
れ
て
い
る
。
一
八
日
に
は
お
中
設
が
開
聞
き
、
一
九
臼
に
義
裂
と
徳
寿
丸
の
江
戸
城
へ
の
綾
城
を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
徳
寿
丸
は
病
気
の
た
め
名
代
と
し
て
壱
岐
守
義
道
が
同
伴
の
う
え
、
談
峯
は
江
戸
城
へ
笈
城
し
、
白
{MV 
滋
院
で
徳
寿
丸
の
嫡
孫
承
知
旭
を
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
期
に
家
中
で
は
、
「
若
殿
様
」
と
さ
れ
、
世
納
身
分
と
し
て
認
知
さ
れ
た
。
義
峯
に
加
え
、
承
祖
の
対
象
で
あ
る
徳
一
舟
丸
ま
で
も
が
登
城
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
将
楽
的
に
将
軍
と
主
従
閃
係
を
結
ぶ
こ
と
を
怒
閉
山
し
て
承
視
の
対
象
者
も
設
械
を
求
め
ら
れ
た
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
病
気
を
理
由
に
登
域
を
し
な
く
て
も
承
祖
の
お
願
い
は
受
壊
さ
れ
た
も
の
の
、
原
則
と
し
て
は
当
主
で
あ
る
組
父
と
承
祖
す
る
孫
の
河
者
が
登
城
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
嫡
孫
滋
祖
は
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
鎌
田
氏
の
言
う
通
り
縦
孫
承
祖
は
代
後
総
統
と
し
て
の
側
面
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
嫡
孫
承
組
を
経
て
銭
其
に
は
い
か
な
る
身
分
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
寺
続
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
国
許
の
守
院
に
加
え
、
常
陸
時
代
の
菩
提
寺
の
正
宗
寺
と
江
戸
の
務
提
寺
で
あ
る
総
泉
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寺
と
贈
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
嫡
孫
と
し
て
の
国
許
の
菩
提
寺
な
ど
を
通
し
た
先
祖
と
の
結
び
つ
き
に
加
え
、
世
嗣
と
な
っ
た
こ
と
で
常
陸
時
代
の
菩
提
寺
と
江
戸
の
菩
提
寺
と
の
贈
答
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
家
替
相
続
に
向
け
て
寺
社
と
の
交
流
範
囲
も
拡
大
し
た
の
だ
っ
た
。
次
に
親
戚
大
名
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
「
嫡
孫
弘
」
の
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
他
家
と
の
贈
答
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
承
祖
か
ら
約
一
年
後
の
寛
保
三
年
に
は
祝
儀
の
饗
宴
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
様
子
を
記
し
て
い
る
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。
円
史
料
②
「
大
塚
新
左
衛
門
資
益
日
記
」
寛
保
二
一
年
(
一
七
四
一
ニ
)
四
月
二
日
条
]
一
若
殿
様
御
承
祖
之
御
祝
儀
井
御
餓
別
之
由
、
御
客
松
平
隠
岐
守
様
松
平
丹
波
守
様
・
細
井
新
五
郎
様
・
長
尾
全
庵
様
、
右
御
四
人
御
タ
過
よ
り
被
為
入
候
若
股
様
壱
岐
守
様
は
昼
よ
り
御
出
也
、
御
見
物
も
の
暮
よ
り
参
、
終
夜
狂
言
致
候
、
創
刷
樹
州
側
即
判
凶
「
剣
淵
闘
樹
、
一
氷
寿
院
様
俊
交
院
様
愛
岩
下
御
前
様
呉
服
橋
奥
様
も
被
為
入
、
狂
言
明
迄
在
之
、
御
客
様
明
過
段
々
御
帰
被
遊
候(傍
線
筆
者
)
」
の
饗
宴
で
は
、
客
人
と
し
て
伊
予
松
山
藩
主
松
平
定
喬
、
信
州
松
本
藩
主
松
平
光
雄
、
旗
本
細
井
新
五
郎
(
細
井
佐
次
右
衛
門
の
子
)
、
長
尾
全
庵
(
奥
医
師
)
が
招
か
れ
て
い
る
。
佐
竹
家
で
の
出
席
者
は
、
義
真
、
壱
岐
守
義
道
、
「
御
前
様
」
(
義
峯
正
室
)
、
智
清
院
、
永
寿
院
、
俊
交
院
(
義
竪
正
室
)
、
「
愛
宕
下
御
前
様
」
(
義
峯
の
長
女
照
、
松
平
定
喬
正
室
)
、
「
呉
服
橋
奥
様
」
(
義
峯
二
女
冨
、
松
平
光
雄
E
室
)
が
招
か
れ
て
い
た
。
義
峯
の
娘
婿
の
大
名
を
は
じ
め
、
承
祖
の
届
け
出
の
際
に
世
話
に
な
っ
た
旗
本
や
奥
医
師
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
嫡
孫
承
祖
以
前
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
親
戚
大
名
と
の
贈
答
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
祝
儀
の
饗
宴
の
席
で
親
戚
大
名
と
同
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
場
が
家
替
相
続
に
備
え
て
親
睦
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
嫡
孫
承
祖
で
世
嗣
身
分
と
な
っ
た
こ
と
で
佐
竹
家
に
お
け
る
親
戚
大
名
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
本
格
的
に
仲
間
入
り
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
世
嗣
身
分
を
獲
得
し
た
こ
と
で
義
真
の
対
外
的
な
交
流
範
囲
は
拡
大
し
た
の
で
あ
る
が
、
嫡
孫
承
祖
に
よ
っ
て
彼
の
世
嗣
身
分
が
盤
石
な
も
の
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
義
真
の
場
合
、
義
峯
と
の
血
縁
関
係
が
希
薄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
欠
点
を
補
う
た
め
に
は
権
威
づ
け
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
嫡
孫
承
祖
以
後
、
集
中
し
て
人
生
儀
礼
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
節
家
督
梱
続
へ
む
け
て
先
程
の
義
真
の
人
生
儀
礼
を
ま
と
め
た
表
を
見
る
と
嫡
孫
承
祖
以
後
、
寛
保
二
年
(
一
七
四
一
一
)
か
ら
延
享
元
年
(
一
七
四
四
)
ま
で
の
二
年
間
に
集
中
し
て
人
生
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
各
儀
礼
を
系
統
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
そ
の
背
景
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
(
一
)
御
判
名
乗
嫡
孫
承
祖
か
ら
八
ヶ
月
後
の
寛
保
二
年
一
一
一
月
、
御
判
・
名
乗
の
儀
礼
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
儀
礼
に
よ
っ
て
徳
寿
丸
は
義
峯
か
ら
花
押
を
【
幻
》
授
け
ら
れ
、
「
義
真
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。
佐
竹
氏
は
源
頼
義
の
後
胤
と
い
う
出
自
認
識
を
も
ち
、
平
安
時
代
末
期
以
来
「
頼
義
」
の
偏
誇
「
義
」
を
通
字
と
し
、
「
義
」
と
嘉
字
一
宇
を
組
み
合
わ
せ
て
実
名
を
名
〔鉛》
乗
っ
て
き
た
が
、
徳
寿
丸
も
「
義
真
」
と
名
乗
る
こ
と
に
よ
り
、
佐
竹
氏
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
さ
ら
に
深
く
刻
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
「
真
」
の
字
や
読
み
に
「
ま
さ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
者
の
改
名
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
秋
田
藩
に
お
け
る
禁
字
【
泊
)
令
の
初
見
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
秋
田
藩
で
の
禁
字
規
制
は
血
縁
関
係
が
希
薄
な
世
嗣
の
権
威
づ
け
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
。
ま
た
義
真
に
関
し
て
は
、
徳
寿
丸
を
名
乗
っ
た
際
に
も
禁
字
規
制
に
関
連
し
た
記
述
が
残
っ
て
い
る
。
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史
料
③
「
今
宮
大
学
義
透
御
家
老
勤
中
日
記
」
元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
五
月
九
日
条
]
一
、
徳
寿
丸
様
ニ
御
名
御
改
被
遊
候
ニ
付
、
徳
之
字
之
者
指
而
名
改
被
仰
渡
候
筋
二
無
之
候
、
兵
衡
を
以
若
殿
様
江
御
内
々
申
上
置
候
御
先
代
こ
も
其
例
有
之
段
、
羽
石
権
こ
の
史
料
か
ら
は
幼
名
の
「
徳
」
の
字
の
つ
く
者
に
つ
い
て
は
改
名
の
必
要
は
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
義
真
の
幼
名
に
つ
い
て
禁
字
は
課
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
義
真
以
後
の
事
例
を
み
る
と
、
安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
ー
っ
iさ
元
日
、
八
代
藩
主
義
敦
の
庶
出
の
男
子
直
丸
(
後
の
九
代
落
主
義
和
)
が
誕
生
し
、
一
月
一
一
一
目
、
そ
の
誕
生
を
知
ら
せ
る
触
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
幼
名
に
つ
い
て
も
禁
字
が
課
さ
れ
て
い
る
。
直
丸
の
事
例
の
他
、
義
敦
の
子
女
は
嫡
出
庶
出
を
問
わ
ず
、
町
触
に
よ
っ
て
誕
生
が
庶
民
に
も
伝
え
ら
れ
、
禁
字
も
課
さ
れ
て
い
る
。
義
真
の
事
例
か
ら
三
三
年
の
聞
に
庶
子
の
幼
名
に
ま
で
禁
字
規
制
の
及
ぶ
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
血
縁
関
係
の
希
薄
な
嫡
孫
承
祖
の
相
続
が
契
機
と
な
っ
て
、
以
後
規
制
が
強
化
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
背
景
に
つ
い
て
は
政
治
・
社
会
状
況
の
変
化
も
考
慮
し
な
が
ら
今
後
検
討
を
試
み
た
い
。
(
二
)
乗
出
「
乗
出
」
と
は
、
は
じ
め
て
の
将
軍
へ
の
御
目
見
得
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
大
友
一
雄
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
大
友
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
乗
出
」
は
将
軍
へ
の
奉
公
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
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認
す
る
肌
切
で
あ
り
、
将
軍
へ
の
拝
潟
行
為
が
済
ま
な
い
と
一
人
前
と
し
(
叩
}
て
受
入
ら
れ
ず
、
対
外
的
な
交
流
も
大
き
く
制
限
さ
れ
た
と
い
う
。
佐
竹
宗
家
の
男
子
の
場
合
は
一
O
歳
も
し
く
は
一
一
歳
で
御
判
名
乗
を
済
ま
せ
、
さ
ら
に
通
称
を
名
乗
っ
た
上
で
乗
出
を
行
い
、
御
判
e
名
乗
と
梁
山
山
は
セ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
が
先
例
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
務
誌
の
場
合
に
は
御
判
名
乗
の
約
二
年
後
に
乗
防
を
行
っ
て
い
る
。
突
は
義
誌
の
場
合
も
御
判
名
乗
と
セ
ッ
ト
で
行
う
予
定
で
あ
っ
た
も
の
の
、
「
今
以
御
不
丈
夫
ニ
付
御
長
鹿
難
被
成
、
何
而
当
分
御
自
見
御
延
引
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
不
健
康
で
長
く
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
将
軍
へ
の
奉
公
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
延
手
元
年
(
一
七
四
四
)
八
月
二
五
日
に
通
称
「
次
郎
」
を
名
乗
り
、
九
月
一
目
、
将
箪
徳
川
吉
宗
に
御
目
見
得
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
官
年
で
一
七
歳
、
実
年
で
は
一
一
一
一
歳
と
い
う
先
例
よ
り
も
追
い
御
目
見
得
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
将
軍
と
主
従
関
係
を
結
び
、
総
閣
と
の
交
流
も
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
ま
で
、
対
外
的
交
流
は
親
戚
大
名
と
の
交
流
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
梁
出
を
機
に
将
箪
を
は
じ
め
議
閣
と
の
関
係
の
構
築
な
ど
、
よ
り
広
範
四
と
な
り
、
片
品
滞
社
会
へ
と
乗
り
出
し
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
(
一
一
一
)
表
へ
引
移
御
判
名
乗
と
梁
出
の
聞
に
行
わ
れ
た
綴
災
の
政
治
的
身
分
の
獲
得
に
お
い
て
重
要
な
儀
礼
、
そ
れ
が
、
宛
保
三
年
(
一
七
間
一
一
一
)
に
行
わ
れ
た
「
表
へ
引
移
」
で
あ
る
。
大
名
家
の
子
女
は
あ
る
程
度
成
長
す
る
ま
で
大
名
の
私
的
生
活
空
間
で
あ
る
「
由
民
」
で
滋
有
さ
れ
て
い
た
。
「
奥
」
か
ら
政
治
の
行
わ
れ
る
「
表
」
へ
と
生
活
空
間
を
移
し
、
公
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
が
「
表
へ
引
移
」
で
あ
る
。
義
真
の
事
例
で
は
「
移
初
」
か
ら
一
一
一
ヶ
月
間
は
そ
れ
以
前
と
同
じ
よ
う
に
奥
の
部
屋
で
寝
起
き
を
し
て
表
へ
出
向
き
、
「
永
々
御
引
越
」
以
降
は
、
表
の
「
御
絞
之
浦
」
で
も
綴
起
き
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
究
保
三
年
三
月
八
日
、
「
移
初
」
の
祝
儀
の
た
め
義
烈
は
中
屋
敷
か
ら
滞
主
義
峯
の
い
る
上
度
数
へ
向
か
っ
て
い
る
。
上
屋
敷
で
の
祝
儀
が
終
わ
っ
た
後
、
中
墜
放
に
帰
り
、
「
表
」
玄
関
口
か
ら
中
震
数
の
「
表
」
へ
入
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
玄
関
前
の
式
台
ま
で
を
岐
守
義
道
が
綴
哀
を
出
迎
え
、
「
年
寄
衆
」
(
家
老
今
宮
大
学
、
向
右
近
)
が
「
長
薄
緑
其
外
来
石
之
上
迄
」
出
迎
え
て
い
る
。
そ
の
後
初
院
に
て
務
哀
が
こ
れ
ら
の
出
迎
え
の
人
々
に
裂
4
を
渡
し
、
刊
闘
が
述
ば
れ
「
年
寄
衆
」
が
相
{
ぽ
叩
》
伴
を
務
め
て
い
る
。
分
家
大
名
の
当
主
や
家
老
た
ち
の
存
在
か
ら
、
務
政
の
中
核
を
担
う
人
物
と
政
治
的
な
間
関
係
を
結
ぶ
契
機
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
「
永
々
御
引
越
」
を
し
、
家
中
か
ら
の
御
目
見
得
を
済
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
点
で
将
軍
へ
の
御
目
見
得
を
済
ま
せ
れ
ば
公
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
身
分
を
獲
得
し
て
い
た。
次
に
義
哀
の
「
表
へ
引
移
」
の
時
期
に
着
目
し
た
い
。
可
悶
山
門
開
削
抄
』
に
は
、
四
代
務
主
義
絡
の
「
茨
へ
山
山
初
」
に
関
す
る
史
料
が
あ
る
。
議
格
は
元
禄
一
六
年
(
一
七
O
一ニ)一
O
歳
で
巡
領
を
製
封
し
て
い
る
が
、
務
主
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
政
治
の
行
わ
れ
る
「
表
」
へ
生
活
空
間
を
移
し
た
の
で
は
な
く
、
宝
永
六
年
(
一
七
O
九
)
に
一
六
歳
で
「
表
」
へ
移
る
ま
で
「
奥
」
で
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
大
藤
修
氏
は
注
B
し
、
「
務
主
で
あ
っ
て
も
、
肉
体
的
精
神
的
に
大
人
に
な
っ
た
焼
に
初
め
て
表
の
空
間
に
出
て
表
の
役
人
た
ち
の
御
目
見
得
を
受
け
、
公
務
に
従
事
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
義
哀
の
場
合
に
は
、
「
表
」
へ
移
っ
た
時
、
官
年
で
は
一
六
歳
と
、
義
格
の
年
齢
と
変
わ
ら
な
い
が
、
実
年
紛
で
は
ま
だ
一
二
歳
で
あ
っ
た
。
ま
た
長
く
箆
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
吉
宗
へ
の
御
目
見
得
を
延
期
し
て
い
る
時
期
に
あ
た
り
、
と
て
も
肉
体
的
精
神
的
に
成
長
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
で
は
、
議
又
は
な
ぜ
先
例
に
よ
ら
ず
肉
体
的
精
神
的
に
も
成
長
す
る
以
前
に
「
表
」
へ
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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義
格
と
務
災
を
比
較
す
る
と
次
の
一
一
つ
の
相
違
点
が
み
ら
れ
る
。
義
絡
は
一
ニ
代
議
主
義
処
の
庶
子
(
母
は
智
清
院
)
で
は
あ
る
が
、
父
子
相
統
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
議
官
持
は
血
縁
関
係
の
希
務
な
嫡
孫
滋
視
の
相
続
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
殺
格
が
襲
封
し
た
元
禄
末
期
に
秋
田
溶
の
財
政
は
好
転
し
た
と
さ
れ
、
事
保
期
以
降
の
務
財
政
の
感
化
・
社
会
の
疲
弊
が
進
ん
で
い
た
義
哀
の
時
期
よ
り
も
滞
政
は
安
定
し
て
い
た
と
言
え
る。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
義
哀
の
「
表
へ
引
移
」
の
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
先
代
、
先
々
代
と
幼
少
、
養
子
相
続
が
行
わ
れ
、
安
定
し
た
相
続
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
は
以
前
と
は
迷
い
務
財
政
の
怒
化
な
ど
、
務
政
の
不
安
定
要
素
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
不
安
定
化
を
紡
ぐ
た
め
に
も
権
威
の
劣
る
主
君
の
相
続
を
何
と
し
て
も
避
け
た
か
っ
た
が
般
に
、
肉
体
的
・
紡
神
的
な
成
長
を
待
た
ず
に
官
年
を
指
標
と
し
て
「
表
」
へ
移
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
議
誌
が
「
表
」
へ
移
っ
た
と
い
う
事
実
が
援
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
知
れ
渡
る
こ
と
で
家
中
に
彼
が
公
務
に
従
事
で
き
る
こ
と
を
認
知
さ
せ
、
彼
の
枇
洞
と
し
て
の
身
分
を
盤
石
な
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
怒
閣
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
壱
岐
守
義
道
の
嫡
子
求
烏
の
存
復
で
あ
る
。
議
官
持
は
承
知
世
に
よ
り
世
間
酬
と
な
っ
て
い
る
が
、
幼
年
か
っ
当
主
義
裂
と
の
血
縁
関
係
が
薄
い
の
に
対
し
、
求
馬
は
こ
の
時
一
八
歳
で
、
す
で
に
将
軍
へ
の
御
目
見
得
も
済
ま
し
て
お
り
、
肉
体
的
に
も
、
政
治
的
'
社
会
的
に
も
成
長
し
て
い
た
。
義
哀
が
嫡
孫
と
し
て
安
定
し
た
家
替
相
統
を
す
る
た
め
に
は
、
求
馬
と
の
身
分
の
迷
い
を
演
出
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
り
、
そ
の
た
め
早
々
に
表
へ
移
り
、
公
務
に
従
事
で
き
る
状
態
に
し
て
お
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
!カ
こ
の
よ
う
に
、
肉
体
的
精
神
的
な
成
長
を
見
越
し
て
決
め
ら
れ
た
先
例
は
、
官
年
を
拠
り
所
と
し
て
「
御
家
」
の
安
泰
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
に
な
る
こ
と
で
開
催
さ
れ
、
世
嗣
の
権
威
づ
け
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
fこ亘
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第
三
節
家
替
相
統
と
婚
礼
、
そ
し
て
死
(
一
)
家
組
副
総
統
覚
延
二
年
(
一
七
四
九
)
八
月
、
五
代
務
主
佐
竹
義
擦
は
死
去
し
た
。
世
嗣
の
義
文
は
九
月
三
日
に
中
農
政
か
ら
務
主
の
住
ま
い
で
あ
る
上
屋
敷
へ
間
引
越
し
、
一
O
月
六
日
、
幕
府
の
許
可
を
得
、
遺
領
制
捜
糾
問
し
た
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
究
保
一
一
年
(
一
七
四
一
一
)
の
遊
間
子
貌
堅
の
不
測
の
死
に
よ
っ
て
「
御
家
」
の
安
泰
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
の
中
で
、
義
援
の
死
後
、
嫡
孫
承
祖
を
経
て
、
儀
礼
を
集
中
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
徳
寿
丸
(
議
哀
)
の
身
分
を
急
速
に
上
昇
さ
せ
、
「
御
家
」
の
安
定
し
た
継
承
を
図
っ
て
い
た
。
官
年
を
指
標
と
し
て
先
例
を
複
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
宮
年
の
一
七
歳
の
時
点
で
い
っ
家
督
相
統
を
し
て
も
公
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
を
つ
く
り
だ
し
、
幼
少
相
相
続
に
よ
る
務
政
の
不
安
定
化
の
危
険
性
は
回
避
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
家
替
相
続
以
前
の
三
度
の
義
兵
の
人
生
の
タ
l
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
家
老
今
宮
大
学
の
姿
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
皮
目
の
対
阪
に
お
い
て
は
、
今
宮
が
旗
本
細
井
佐
次
右
衛
門
と
図
っ
て
義
裂
と
の
対
顔
の
場
を
用
意
し
、
一
一
度
目
の
「
嫡
孫
弘
」
の
際
に
は
江
戸
に
赴
き
「
御
弘
御
用
」
を
務
め
た
。
一
ニ
度
目
の
嫡
孫
承
視
の
前
後
の
今
宮
の
様
子
は
わ
か
ら
な
い
が
、
「
表
へ
出
初
」
の
際
に
は
彼
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
義
墜
の
死
に
よ
っ
て
「
御
家
」
の
安
域
が
覚
来
な
い
な
か
で
、
党
保
二
年
の
参
勤
の
折
に
議
案
に
同
道
し
て
徳
寿
丸
の
政
治
的
身
分
の
獲
得
に
携
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
義
英
が
家
替
相
統
に
奈
る
ま
で
に
は
家
者
今
宮
大
学
の
関
与
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。当
該
期
の
秋
田
務
は
今
宮
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
世
勢
共
ニ
段
々
〔
M
W
V
致
衰
徴
、
土
民
も
困
窮
仕
侠
」
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
正
徳
則
か
ら
態
化
し
た
簿
財
政
の
改
革
と
政
務
の
刷
新
を
行
お
う
と
し
た
。
彼
は
そ
れ
ま
で
の
笑
務
官
僚
が
主
導
す
る
会
所
政
治
を
廃
止
し
て
政
務
所
を
設
置
し
、
務
財
政
の
運
営
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
本
方
奉
行
も
廃
止
し
て
い
る
。
ま
た
家
老
就
任
の
年
に
議
接
に
上
お
を
相
提
出
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
務
主
親
裁
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
会
所
政
治
を
一
台
定
し
て
今
宮
自
身
に
権
力
を
集
中
す
る
上
で
の
名
目
に
す
ぎ
な
{別古
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
後
継
者
不
在
と
い
う
問
題
も
生
じ
、
跡
自
を
め
ぐ
る
騒
動
が
生
じ
か
ね
ず
、
務
政
の
混
乱
を
何
と
し
て
も
避
け
る
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
で
今
宮
は
後
継
者
の
確
保
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
宮
が
改
革
政
治
を
遂
行
し
、
務
政
を
建
て
症
す
た
め
に
は
、
家
中
の
対
立
を
招
く
よ
う
な
棺
統
は
避
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
義
文
の
政
治
的
身
分
を
確
乎
た
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
「
御
医
許
も
世
勢
共
ニ
段
々
致
袋
徴
、
土
民
も
悶
窮
」
し
て
い
る
中
で
、
「
御
家
御
国
之
御
根
源
」
を
悶
め
る
た
め
に
非
常
に
議
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雨
宮
で
あ
っ
た
。
今
宮
の
改
革
政
治
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
将
来
的
な
義
誌
の
安
定
し
た
相
続
が
必
袈
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
真
が
家
替
相
統
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
当
主
義
峯
と
の
年
齢
差
と
取
縁
m
関
係
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
を
補
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
官
年
に
よ
り
政
治
的
社
会
的
成
長
を
早
め
、
さ
ら
に
新
た
な
先
例
を
創
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
(
ニ
)
婚
礼
宏
騎
二
年
(
一
七
五
二
)
、
義
又
は
加
賀
金
沢
車
問
主
前
田
吉
徳
の
娘
ょ
う揚
を
正
室
に
迎
え
た
。
佐
竹
宗
家
の
縁
組
は
一
門
以
外
の
大
名
家
で
あ
る
と
、
同
格
の
大
広
間
諮
の
大
名
家
と
の
縁
組
が
多
く
、
そ
れ
よ
り
絡
の
向
い
大
廊
下
詰
の
大
名
家
と
は
義
真
の
事
例
と
一
一
一
代
議
処
の
嫡
子
義
萄
の
紀
伊
徳
川
家
の
事
例
の
品
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
人
生
儀
礼
の
一
連
の
も
の
と
し
て
こ
の
婚
礼
を
考
え
る
な
ら
ば
、
議
峯
と
の
胤
縁
関
係
の
希
薄
さ
を
補
う
た
め
に
家
絡
の
高
い
家
と
縁
組
を
し
て
後
ろ
盾
を
確
保
し
、
議
哀
の
権
威
を
高
め
る
狐
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
(一一一)死
婚
礼
の
翌
年
の
支
暦
一
ニ
年
に
義
哀
は
二
度
目
の
入
閣
を
果
た
し
た
が
、
久
保
田
城
内
に
お
い
て
七
月
末
か
ら
体
調
を
崩
し
、
高
熱
に
悩
ま
さ
れ
、
一
時
は
快
方
に
向
か
っ
た
も
の
の
、
八
月
一
九
日
に
急
変
し
、
譲
二
O
日
に
は
死
去
し
て
い
る
。
実
年
齢
で
は
一
一
二
歳
、
官
年
で
は
一
一
六
歳
と
い
う
短
い
生
涯
で
あ
っ
た
。
二
八
日
に
天
徳
寺
に
葬
ら
れ
、
同
I烏年
物九
停月
比二
A -
M ー
が日
出に
さ葬
れ儀
てが
い行
る言わ
。れ
て
し、
る
な
お
一
一
月
九
日
に
は
第
章
佐
竹
薮
真
の
家
替
相
続
を
め
ぐ
る
人
び
と
こ
れ
ま
で
大
名
家
当
主
が
日
常
生
活
を
滋
む
奥
は
男
性
社
会
で
あ
る
表
の
位
界
か
ら
縞
絶
し
た
社
会
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
当
主
以
外
の
男
性
が
奥
の
枇
界
か
ら
全
く
排
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
福
岡
千
鶴
氏
は
、
大
名
家
の
男
子
も
幼
年
の
一
定
期
聞
を
奥
で
育
て
ら
れ
た
こ
と
や
奥
の
男
性
役
人
の
存
在
を
見
出
し
、
男
性
の
存
在
も
視
野
に
入
れ
た
奥
向
の
機
能
や
構
造
に
つ
い
て
考
祭
し
、
「
奥
と
い
う
空
間
は
閉
鎖
的
で
あ
っ
て
も
、
表
と
の
有
機
的
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
関
係
性
を
前
提
に
奥
向
独
自
の
構
造
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
章
で
は
こ
う
し
た
視
角
を
念
頭
に
お
き
、
談
真
の
身
分
獲
得
や
「
御
家
」
の
存
続
に
滞
主
家
族
と
し
て
女
性
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
み
て
い
き
た
い
。
第
一
節
佐
竹
出
家
の
奥
向
と
儀
礼
佐
竹
銭
其
の
人
生
儀
礼
を
み
る
と
、
「
内
々
」
に
行
わ
れ
て
い
る
儀
礼
に
つ
い
て
祖
母
永
寿
院
が
m
関
わ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
「
袴
着
」
の
儀
礼
は
永
寿
院
の
部
屋
で
行
わ
れ
、
「
下
帯
召
初
」
は
永
寿
焼
か
ら
下
帯
を
頂
戴
し
て
行
っ
て
い
る
。
「
表
へ
引
移
」
の
よ
う
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政
治
的
儀
礼
に
つ
い
て
は
官
年
に
従
い
先
例
よ
り
も
執
行
時
期
が
早
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
こ
つ
の
儀
礼
は
肉
体
的
成
長
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
身
体
的
儀
礼
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
実
年
齢
に
則
し
て
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
公
に
行
う
と
年
齢
水
嶋
し
の
か
ら
く
り
が
家
中
は
じ
め
幕
府
に
も
明
ら
か
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
た
め
、
「
御
家
之
御
格
式
」
に
は
影
響
が
な
い
と
認
識
し
た
う
え
で
「
内
《
別
}
ム
ペ
」
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
奥
の
閉
鎖
的
な
側
蘭
を
う
ま
く
利
用
し
た
事
例
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
前
に
み
た
義
裂
と
毅
其
の
「
対
顔
」
に
再
び
校
目
し
た
い
。
こ
れ
は
中
屋
敷
の
奥
御
殿
に
お
い
て
当
主
義
援
は
じ
め
「
上
々
様
」
が
同
席
し
た
銭
安
の
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
際
、
今
宮
大
学
、
小
瀬
縫
殿
助
の
二
人
の
家
老
も
府
内
で
料
理
を
振
舞
わ
れ
て
い
る
。
奥
に
お
け
る
家
者
の
存
在
は
次
節
で
検
討
す
る
。
佐
竹
家
の
江
戸
中
度
数
の
奥
に
は
、
都
附
主
家
族
の
他
に
も
壱
岐
守
家
の
男
性
(
当
主
、
隠
居
、
嫡
子
)
と
い
っ
た
簿
主
親
族
、
家
者
ま
で
出
入
り
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
佐
竹
家
の
奥
で
は
務
主
家
版
・
親
族
の
縫
袋
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
守也。
第
二
節
「
上
々
様
」
の
同
意
と
「
御
家
」
の
存
統
こ
れ
ま
で
の
大
名
家
の
相
続
の
研
究
で
は
宗
家
の
相
統
に
つ
い
て
一
族
と
熟
談
し
了
解
を
と
る
な
ど
、
分
家
・
一
門
が
重
姿
な
役
割
を
巣
た
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
、
女
性
を
含
む
務
主
家
族
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
手
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
「
上
々
様
」
と
称
さ
れ
る
佐
竹
家
の
務
主
家
膝
が
「
御
家
」
の
存
統
に
ど
の
よ
う
に
し
て
関
わ
っ
た
か
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
義
真
の
「
嫡
孫
弘
」
の
際
の
「
上
々
綴
」
の
岡
村
山
形
成
の
過
程
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
義
思
を
義
裂
の
義
子
に
決
定
す
る
際
も
「
上
々
様
」
の
同
訟
を
得
る
た
め
、
今
宮
大
学
は
江
戸
へ
赴
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
「
御
家
」
の
存
統
に
関
わ
る
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
は
「
上
々
様
」
の
同
意
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
悶
怒
を
得
る
こ
と
は
家
老
の
役
割
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
府
内
の
女
性
た
ち
の
同
訟
を
得
る
た
め
に
奥
へ
出
向
く
こ
と
も
あ
り
、
い
わ
ば
表
と
奥
を
つ
な
ぎ
、
河
者
の
同
意
を
形
成
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
義
英
の
「
嫡
孫
弘
」
の
際
、
議
堅
と
永
寿
世
田
が
当
初
同
窓
し
な
か
っ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
は
、
「
上
々
様
」
が
同
意
を
し
な
い
場
合
に
は
当
主
の
言
葉
を
伝
え
た
り
、
先
例
な
ど
を
も
ち
だ
し
て
説
得
を
す
る
な
ど
し
、
同
恕
を
得
る
ま
で
表
と
奥
を
行
き
来
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
義
子
の
決
定
、
男
子
の
政
治
的
身
分
の
枯
得
、
呼
称
の
決
定
な
ど
「
御
家
」
の
当
主
の
存
続
に
関
わ
る
よ
う
な
事
演
に
つ
い
て
は
、
表
で
の
悶
怒
の
後
、
「
上
々
様
」
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
祭
主
也
は
山
内
に
住
ま
う
「
上
々
様
」
の
向
立
を
得
る
た
め
奥
に
出
入
り
し
、
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説
得
を
し
た
。
そ
う
し
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
、
時
に
は
梨
で
料
濯
を
振
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
上
々
様
」
の
向
怒
形
成
に
関
わ
る
家
老
の
存
在
が
見
出
せ
る
一
方
で
、
「
上
々
様
」
の
な
か
で
の
同
窓
形
成
の
動
き
も
見
ら
れ
た
。
ま
ず
談
万
円
の
「
一
嫡
孫
弘
」
の
際
の
如
H
消
院
の
動
き
に
再
び
注
目
す
る
と
、
今
宮
大
学
ら
が
訪
れ
て
き
た
際
、
自
ら
の
同
窓
の
泣
田
ど
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
を
岐
守
家
の
沼
田
出
総
長
の
怒
見
を
気
に
か
け
、
今
宮
へ
議
長
の
も
と
へ
赴
く
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
智
治
院
は
こ
の
時
七
O
歳
を
越
え
て
お
り
、
長
く
佐
竹
家
の
女
性
と
し
て
奥
を
ま
と
め
、
「
御
家
」
を
見
守
っ
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
。
先
例
に
つ
い
て
も
銀
協
な
知
識
が
あ
り
、
人
生
緩
験
も
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
上
々
様
」
の
和
を
と
り
も
ち
、
「
御
家
」
の
安
定
し
た
継
承
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
存
筏
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
議
哀
の
父
義
堅
を
養
嗣
子
と
し
て
決
定
す
る
際
、
智
清
院
、
議
長
、
議
案
正
室
が
寄
合
を
し
て
な
息
の
統
一
を
闘
っ
て
い
た
。
養
嗣
子
の
決
定
は
「
御
家
」
の
存
統
に
お
い
て
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
や
や
と
も
す
れ
ば
意
思
の
統
一
が
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
騒
動
に
発
展
し
か
ね
ず
、
こ
の
よ
う
な
供
重
に
扱
う
べ
き
事
現
に
つ
い
て
は
「
上
々
様
」
の
聞
で
不
和
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
寄
合
を
し
て
調
整
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
節
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
務
主
は
じ
め
家
老
た
ち
に
よ
る
表
で
の
同
意
、
そ
れ
に
引
き
続
く
「
上
々
…
様
」
と
称
さ
れ
る
奥
の
立
性
を
含
む
務
主
家
族
と
分
家
大
名
で
あ
る
菅
波
守
家
の
務
主
親
肢
の
河
窓
な
ど
幾
重
一
に
も
及
ぶ
悶
窓
の
末
、
「
御
家
」
の
存
続
が
濁
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
表
と
奥
の
蕊
思
統
一
を
導
く
た
め
に
努
力
す
る
家
老
と
奥
に
お
い
て
藩
主
家
族
・
親
族
内
の
和
を
取
り
持
と
う
と
す
る
女
性
の
存
在
が
「
御
家
」
の
存
続
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
第
一
一
一
節
義
峯
の
娘
た
ち
こ
れ
ま
で
結
婚
後
の
女
性
と
実
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
畑
尚
子
氏
が
将
軍
家
の
事
例
を
検
討
し
て
い
る
。
氏
は
将
軍
の
姫
は
「
御
守
殿
」
を
通
し
て
将
軍
家
や
江
戸
城
大
奥
と
の
交
流
や
繋
が
り
を
直
接
持
ち
、
笑
子
や
嫡
出
女
子
は
鳩
上
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
な
ど
、
嫁
い
で
も
将
軍
の
家
族
と
し
て
遇
さ
れ
、
実
家
で
手
厚
い
悦
相
続
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
方
、
大
名
家
の
艇
に
つ
い
て
は
、
尾
張
徳
川
家
の
事
例
を
正
室
付
女
中
に
注
目
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
実
家
今
家
の
ど
ち
ら
に
帰
属
す
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
義
真
に
と
っ
て
は
務
理
の
叔
母
に
あ
た
る
議
採
の
五
人
の
娘
の
う
ち
、
伊
予
松
山
静
松
平
定
喬
に
嫁
い
だ
長
女
照
(
「
愛
と
み
宕
下
御
前
様
」
)
と
信
州
飢
山
本
務
松
平
光
雄
に
嫁
い
だ
二
女
一
同
(
「
呉
服
橋
奥
様
」
)
を
中
心
に
彼
女
た
ち
と
議
其
の
関
係
を
分
析
す
る
な
か
で
実
家
と
の
関
わ
り
を
み
て
い
き
た
い
。
前
に
述
べ
た
義
政
刊
の
「
嫡
孫
弘
」
の
際
の
贈
答
で
は
、
「
上
々
様
」
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と
の
務
主
家
族
続
族
内
で
の
贈
答
に
限
り
、
親
戚
大
名
と
の
贈
答
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
松
平
家
へ
嫁
い
だ
話
と
は
贈
答
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
嫡
孫
承
祖
の
祝
儀
の
饗
宴
に
お
い
て
は
照
・
富
い
ず
れ
も
夫
の
大
名
と
と
も
に
出
席
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
実
家
で
「
上
々
様
」
と
し
て
伯
加
わ
っ
て
い
た
紛
答
が
嫁
い
で
も
断
絶
す
る
こ
と
な
く
継
続
し
、
ま
た
祝
儀
の
饗
{
去
の
際
な
ど
実
家
に
出
入
り
す
る
機
会
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
家
老
た
ち
と
も
嫁
い
で
も
な
お
「
上
々
様
」
と
家
老
の
関
係
が
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
事
例
も
あ
る
。
究
保
一
一
一
年
(
一
七
回
一
ニ
)
、
家
老
山
方
泰
該
は
智
消
院
と
枯
拍
車
中
正
室
の
も
と
へ
「
然
、
中
御
機
嫌
侭
」
に
出
向
き
、
こ
の
前
後
に
は
「
愛
宕
下
」
、
「
呉
服
橋
」
へ
も
向
A
M
M
】
様
に
出
向
い
て
い
る
。
ま
た
、
山
方
が
図
許
へ
帰
る
際
に
は
照
の
も
と
へ
挨
拶
に
出
向
い
て
い
る
事
例
も
み
ら
れ
る
が
、
彼
は
そ
こ
で
孫
の
誕
生
を
き
い
た
照
か
ら
手
製
の
御
守
袋
と
人
形
を
贈
ら
れ
、
そ
の
後
料
理
Am】
を
振
舞
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
佐
竹
家
の
女
性
は
嫁
い
で
も
な
お
実
家
か
ら
「
上
々
様
」
と
し
て
遇
さ
れ
、
儀
礼
の
折
々
の
贈
答
に
加
わ
っ
て
お
り
、
北
北
山
市
の
娘
た
ち
と
義
哀
の
関
係
は
、
彼
女
た
ち
が
嫁
い
で
も
「
上
々
様
」
と
の
間
柄
で
つ
な
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
大
名
家
の
男
子
が
他
家
に
養
子
に
い
く
場
合
、
苗
字
、
姓
と
も
に
変
わ
り
、
養
子
先
の
家
の
者
と
し
て
遇
さ
れ
る
の
に
対
し
、
女
性
の
商
字
と
刻
は
実
家
の
氏
の
系
{ω} 
訟
に
つ
な
が
り
、
嫁
い
で
も
な
お
実
家
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
親
戚
大
名
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
強
化
・
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
断
片
的
な
事
例
で
あ
り
、
他
の
史
料
に
よ
り
さ
ら
に
突
z耐
を
深
め
、
大
名
家
の
娘
が
嫁
い
で
も
実
家
の
家
族
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
明
林
務
制
社
会
に
い
か
な
る
彩
捌
慨
を
与
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
お
わ
り
に
佐
竹
義
衣
の
人
生
儀
礼
を
系
統
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
人
生
儀
礼
は
、
「
御
家
」
の
安
定
し
た
継
承
を
視
野
に
入
れ
た
日
程
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
事
保
一
五
年
(
一
七
三
O)
か
ら
の
佐
竹
義
察
の
養
子
選
定
は
、
血
筋
と
年
齢
と
も
に
申
し
分
の
な
い
者
を
求
め
た
結
果
、
式
部
少
納
家
か
ら
議
接
と
ニ
歳
し
か
年
齢
の
変
わ
ら
な
い
佐
竹
議
限
一
を
縫
桐
子
に
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
主
殴
嗣
と
も
に
「
御
長
年
」
で
あ
り
、
議
案
に
実
子
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
低
く
な
る
こ
と
で
存
在
感
を
噌
し
て
き
た
の
が
、
議
墜
の
庶
子
友
吉
で
あ
っ
た
。
彼
は
議
峯
に
実
子
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
低
く
な
る
に
つ
れ
身
分
を
上
昇
さ
せ
、
嫡
孫
と
し
て
遇
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
究
保
二
年
(
一
七
回
一
一
)
父
義
竪
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
嫡
孫
承
祖
し
、
佐
竹
家
の
世
嗣
と
な
る
が
、
当
主
義
察
と
の
血
縁
関
係
が
な
く
、
幼
年
の
義
災
の
身
分
は
盤
石
な
も
の
で
あ
る
と
は
ぎ
え
な
か
っ
43 
た
。
こ
の
時
拐
に
は
も
は
や
義
崇
に
男
子
が
誕
生
す
る
望
み
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
義
峯
の
養
子
選
定
時
に
候
補
と
な
っ
て
い
た
を
蚊
守
家
の
求
馬
は
、
義
真
よ
り
も
政
治
約
肉
体
約
に
も
成
長
し
て
お
り
、
両
者
の
僚
で
、
義
裂
に
不
測
の
事
態
が
起
き
た
場
合
に
は
家
督
を
巡
る
対
立
が
生
じ
か
ね
ず
、
そ
こ
で
義
竪
の
死
後
一
年
の
聞
に
、
嫡
孫
承
組
に
よ
っ
て
股
嗣
身
分
を
獲
得
し
た
後
も
談
哀
の
儀
礼
が
集
中
的
に
行
わ
れ
、
急
速
な
政
治
的
身
分
の
獲
得
が
行
わ
れ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
求
馬
と
の
身
分
の
巡
い
も
演
出
さ
れ
、
「
御
家
」
の
安
定
し
た
継
承
が
殴
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
近
世
の
幕
滞
権
力
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
家
政
的
な
側
面
を
持
っ
た
「
家
」
と
し
て
の
権
力
体
が
公
権
力
と
し
て
権
力
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
務
放
を
弓
り
民
衆
支
配
を
行
う
「
公
儀
」
と
家
{刷
V
政
を
司
る
「
内
儀
」
に
は
分
か
ち
が
た
い
側
一
闘
が
あ
っ
た
。
表
で
政
治
を
行
う
公
儀
権
力
の
主
体
は
権
主
以
下
家
老
を
は
じ
め
と
す
る
男
性
家
医
で
あ
り
、
奥
の
女
性
た
ち
は
表
の
政
治
に
は
基
本
約
に
は
携
わ
ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
内
儀
に
お
い
て
奥
の
務
主
家
族
の
女
性
は
大
名
の
子
女
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
に
加
え
、
子
女
の
身
分
の
獲
得
の
際
の
間
窓
、
恭
子
決
定
の
同
窓
な
ど
、
「
御
家
」
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
家
政
に
携
わ
っ
て
い
た
。
公
儀
に
お
い
て
家
老
は
行
政
を
控
い
、
ま
た
内
儀
に
お
い
て
は
後
継
者
の
確
保
も
狽
い
、
公
儀
と
市
内
儀
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
な
か
で
二
つ
の
役
割
を
担
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
議
峯
の
恭
子
選
定
、
議
哀
の
「
娘
孫
弘
」
の
際
、
今
宮
大
学
は
、
後
継
者
を
定
め
る
こ
と
は
「
御
家
御
閤
之
御
恨
源
」
を
「
厚
ク
」
す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
継
者
を
磁
保
す
る
こ
と
が
公
儀
と
内
儀
の
線
幹
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
根
幹
が
揺
ら
い
で
し
ま
え
ば
公
儀
と
し
て
の
権
威
が
衰
え
、
今
宮
の
改
革
政
治
の
遂
行
に
も
支
隊
を
き
た
す
可
能
性
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
は
談
誌
の
身
分
の
獲
得
、
権
威
づ
付
に
絞
極
的
に
関
わ
り
こ
の
銀
幹
を
厚
く
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
一
方
、
奥
に
お
い
て
も
「
御
家
」
の
存
続
に
関
わ
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
離
主
家
族
の
人
び
と
は
寄
合
を
行
う
な
ど
し
て
家
族
内
の
恕
思
疎
通
を
悶
り
、
家
内
秩
序
の
維
持
に
努
め
、
家
政
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
表
と
奥
そ
れ
ぞ
れ
の
中
抑
制
を
担
う
人
び
と
は
協
力
し
て
内
儀
を
治
め
る
こ
と
で
、
公
儀
と
し
て
の
権
威
の
維
持
に
努
め
て
い
た
。
奥
の
女
性
は
内
儀
に
お
い
て
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
で
、
間
接
約
で
は
あ
る
が
表
の
政
治
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
公
儀
の
権
威
の
維
持
に
寄
与
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
表
と
奥
は
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
「
御
家
」
の
存
統
に
努
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。
近
世
中
期
に
至
り
、
務
財
政
の
慢
性
的
な
悪
化
、
ま
た
役
会
状
況
の
怒
化
に
対
応
す
る
必
要
性
が
生
じ
、
務
政
は
問
題
が
山
積
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
後
継
者
の
確
保
が
覚
束
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
、
「
御
家
」
の
安
泰
の
た
め
に
世
澗
と
な
り
う
る
男
子
の
そ
れ
ま
で
よ
り
も
一
岡
山
早
い
政
治
的
'
井
分
の
獲
得
、
権
威
づ
け
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
4 
合
わ
せ
て
先
例
も
磁
さ
れ
、
新
た
な
先
例
を
創
出
す
る
こ
と
で
政
治
・
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
、
「
御
家
」
の
永
続
を
閉
山
っ
た
の
だ
っ
た
。
義
哀
の
死
後
、
務
主
の
早
世
、
幼
少
相
続
が
続
き
、
落
政
に
つ
い
て
は
、
家
中
騒
動
や
一
撲
の
多
発
な
ど
混
迷
を
深
め
て
い
く
が
、
そ
う
し
た
な
か
で
、
務
中
十
一
の
身
分
の
獲
得
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
の
か
、
議
真
の
先
例
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
ロ
(
i
)
「
今
宮
大
学
説
透
御
家
老
勤
中
日
記
」
卒
保
十
七
年
八
月
六
日
条
(
『
悶
典
類
抄
』
第
一
巻
、
一
一
一
頁
)
。
以
下
「
議
透
日
記
」
と
略
記
。
(
2
)
中
田
線
『
法
制
史
論
集
』
第
一
巻
〈
岩
波
郡
閥
、
一
九
二
六
年
三
石
井
良
介
『
日
本
抑
制
統
法
史
知
(
背
林
叫
院
、
一
九
五
問
年
)
。
鎌
団
地
旧
『
明
幹
部
体
制
に
お
け
る
武
士
家
族
法
』
(
成
文
堂
、
一
九
七
O
年
)
。
服
務
弘
司
『
相
続
法
の
特
質
』
(
部
文
堂
、
一
九
八
ニ
年
)
。
(3)
笠
谷
和
比
古
『
主
君
「
抑
込
」
の
構
造
l
近
世
大
名
と
家
隠
問
陥
(
講
談
社
学
術
文
郎
、
二
O
O六
年
)
。
(4)
大
森
映
子
『
お
家
相
続
大
名
設
の
背
洲
』
〈
魚
川
選
出
、
一
一
0
0悶
年
)
な
ど
。
(
5
〉
都
田
千
鶴
「
近
枇
大
名
相
続
に
開
閉
す
る
法
礎
的
研
究
」
(
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
一
一
九
号
、
一
九
九
八
年
三
岡
原
持
「
近
枇
大
名
に
お
け
る
義
子
相
続
と
幕
時
附
制
社
会
「
他
家
」
養
子
を
中
心
と
し
て
」
(
『
史
学
』
六
七
二
、
一
九
九
八
年
)
。
自
恨
孝
胤
「
徳
川
宗
務
の
家
信
相
続
官
位
叙
任
と
幕
開
附
関
係
」
(
林
抑
制
一
編
『
近
世
名
古
窓
本
元
絵
巻
の
世
界
』
前
文
堂
、
二
O
Oじ
年
)
。
佐
藤
宏
之
『
近
世
大
名
の
権
力
総
成
と
ι弔
意
識
』
(
士
阿
川
弘
文
館
、
ニ
O
一
O
年
)
な
ど
。
(6)
大
友
一
蛾
「
近
枇
武
家
社
会
の
年
中
儀
礼
と
人
生
儀
礼
は
じ
め
て
の
御
目
見
に
注
目
し
て
」
(
『
日
本
間
出
史
』
第
六
一
一
一
O
吾
、
一
一
0
0
0年
三
悶
「
近
世
の
武
家
儀
礼
と
江
戸
江
戸
城
」
(
明
日
本
史
研
究
』
第
四
六
一
一
一
号
、
一
一
O
O
一
年
)
。
大
勝
修
氏
は
「
秋
間
滞
佐
竹
家
子
女
の
人
生
儀
礼
と
名
前
徳
川
将
説
家
と
比
較
し
て
」
(
『
図
立
陛
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
一
集
、
一
一
O
O八
年
一
一
一
月
)
に
お
い
て
ま
に
朗
代
務
主
義
絡
ま
で
の
佐
竹
家
子
立
の
人
生
儀
礼
を
系
統
的
に
分
析
し
、
個
々
の
儀
礼
の
位
校
づ
け
や
そ
の
関
連
性
、
さ
ら
に
は
名
前
に
つ
い
て
ま
で
検
討
し
て
い
る
。
本
怖
に
お
い
て
佐
竹
義
立
の
人
生
儀
礼
の
時
代
的
特
徴
な
ど
を
つ
か
む
う
え
で
比
較
対
象
と
し
て
大
藤
氏
の
研
究
に
多
く
を
学
ん
で
い
る
。
(
7
)
大
友
一
雄
氏
は
前
畑
山
論
文
(
二
O
O
O年
)
に
お
い
て
、
政
治
的
な
も
の
も
含
め
人
生
に
お
い
て
一
度
限
り
の
儀
礼
行
為
を
す
べ
て
人
生
儀
礼
と
呼
ん
で
い
る
。
本
航
で
も
そ
の
よ
う
に
人
生
儀
礼
を
位
校
づ
け
る
。
(8)
長
野
ひ
ろ
子
「
幕
務
制
部
裁
の
政
治
構
造
と
女
性
」
(
河
吋
日
本
近
昨
日
ジ
ェ
ン
.
タ
1
1酬
い
古
川
弘
文
館
、
ニ
O
O一
一
一
年
)
、
(
近
世
女
性
史
研
究
会
縦
明
江
戸
時
代
の
女
性
た
ち
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
九
O
年
初
出
)
。
(9)
州
尚
子
吋
徳
川
政
権
下
の
大
災
と
奥
女
中
』
(
岩
波
議
出
、
二
O
O九
年
)
。
松
崎
聡
美
「
近
世
武
家
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
l
e
シ
ス
テ
ム
と
女
性
の
役
割
近
世
中
期
の
仙
台
部
伊
述
家
を
事
例
と
し
て
」
(
『
歴
史
』
一
O
一
料
、
二
O
O問
年
)
、
河
「
天
下
統
一
・
幕
務
制
確
立
期
に
お
け
る
武
家
主
性
の
役
割
仙
台
務
伊
迷
家
を
事
例
と
し
て
」
(
『
悶
史
談
話
会
雑
誌
』
第
凶
五
号
、
一
一
O
O悶
年
)
。
柳
谷
陵
子
「
武
家
話
会
と
女
性
」
(
大
石
学
編
『
本
保
改
革
と
社
会
変
容
』
古
川
弘
fX館
、
ニ
O
O一
一
一
年
)
、
陀
「
武
家
権
力
と
女
性
正
室
と
側
議
」
(
絞
剖
民
柳
谷
慶
子
抑
制
『
〈
江
戸
〉
の
人
と
身
分
4
身
分
の
な
か
の
立
性
』
古
川
弘
文
館
、
二
O
一
O
年
)
。
高
野
信
治
「
給
人
多
久
氏
夫
裂
の
知
行
地
入
部
武
家
の
姿
と
主
従
制
領
主
制
i
」
(
向
『
近
世
側
主
支
配
と
地
域
社
会
恥
校
食
前
日
出
、
一
一
O
O九
年
)
。
45 
(
叩
)
全
一
九
巻
、
加
賀
谷
市
町
応
、
一
九
七
八
1
一
九
八
じ
年
。
以
下
、
『
悶
典
矧
抄
』
に
つ
い
て
は
、
『
国
』
品
数
真
数
で
附
記
サ
る
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
適
宜
読
点
を
付
す
。
t
L
f
弘
之
L
〈
に
(
日
)
一
一
一
代
務
主
義
処
は
例
制
の
後
継
者
確
保
の
た
め
に
佐
竹
式
部
少
側
議
都
Z
L
が々
に
一
万
石
(
式
部
少
輔
家
)
、
佐
竹
を
蚊
守
議
長
に
一
一
万
石
(
官
官
岐
守
中
部
)
を
分
知
し
て
分
家
大
名
を
創
設
し
た
。
を
岐
守
家
は
義
長
の
浪
子
に
一
門
上
L-一助む
京
家
か
ら
義
道
を
迎
え
て
相
続
さ
せ
、
彼
に
は
延
労
丸
と
い
う
嫡
子
も
い
K
L
J
か
た
が
、
一
一
代
滞
主
義
降
と
義
処
の
血
筋
が
絶
え
る
こ
と
、
幼
年
で
あ
る
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
家
老
た
ち
は
諸
処
の
孫
に
あ
た
る
棺
馬
徳
胤
を
義
阜
市
の
娘
畑
町
に
迎
え
よ
う
と
し
た
が
、
初
出
向
家
に
断
ら
れ
、
血
筋
、
年
齢
と
も
に
申
し
分
な
い
と
し
て
、
式
部
少
腕
家
の
義
堅
が
義
嗣
子
に
逃
ば
れ
た
。
(
ロ
)
「
義
透
司
記
」
事
保
十
七
年
五
月
九
日
条
(
『
図
』
一
一
一
五
九
)
。
(
日
)
「
義
透
日
記
」
本
保
十
六
年
十
二
月
六
日
条
(
『
悶
知
一
一
一
一
一
一
1
一
一
一
一
一
一
)
。
な
お
卒
保
一
六
年
九
月
に
は
議
案
の
庶
子
仙
寿
九
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
す
で
に
義
援
を
延
子
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
出
生
を
泌
そ
う
と
し
た
も
の
の
、
家
中
に
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
も
あ
る
。
〈H
H
)
威
武
男
校
訂
『
新
編
佐
竹
氏
系
鴎
』
(
加
賀
谷
川
口
倍
、
一
九
七
三
年
三
六
九
1
七
四
頁
。
(
日
)
門
閥
砲
座
の
出
で
、
本
保
六
年
こ
む
こ
一
)
家
者
と
な
る
。
(
日
)
亭
保
一
人
手
ロ
フ
刷
、
一
五
文
元
年
に
は
鉛
泰
行
と
な
る
。
制
引
佐
次
お
衛
門
は
義
山
市
の
縫
子
選
定
か
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
義
況
の
政
治
的
身
分
の
獲
得
に
ま
で
深
く
関
わ
っ
て
い
る
が
、
大
名
家
の
男
子
の
政
治
的
身
分
の
投
前
日
と
旗
本
と
の
関
わ
り
の
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
(
げ
)
「
義
透
日
記
」
本
保
二
十
年
間
一
一
一
月
八
日
条
(
吋
悶
』
一
一
一
)
。
(
同
)
「
義
透
日
記
」
同
年
間
一
一
一
月
十
二
剖
条
(
明
国
』
一
一
lit--
一)。
(
川
山
)
門
間
』
一
一
一
一
。
(
初
)
「
義
透
日
記
」
元
文
一
一
一
年
二
月
日
六
日
条
(
『
悶
』
一
一
一
一
一
1
昭
三
(
剖
)
『
義
透
日
記
」
同
年
二
月
廿
九
日
条
(
吋
隙
陥
二
四
)
。
(
辺
)
「
義
透
日
記
」
同
年
間
月
七
日
条
(
吋
留
』
一
一
五
i
六)。
(
幻
)
布
施
氏
時
限
。
一
一
一
代
滞
主
義
処
の
侍
妾
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
十
五
年
(
一
七
O
一
一
)
正
室
に
擬
さ
れ
た
。
立
延
二
年
(
一
ー
じ
四
九
)
八
五
成
で
死
去
(
吋
新
編
佐
竹
氏
系
図
』
五
八
頁
)
。
(
剖
)
「
義
議
日
記
」
元
文
一
一
一
年
四
月
十
一
一
日
条
(
吋
悶
二
九
』
)
に
「
相
官
能
院
開
叩
兵
部
少
輔
様
大
御
，
山
間
悼
江
御
内
談
彼
遊
皆
同
叩
同
意
ニ
付
」
と
あ
る
。
(
お
)
「
義
透
日
記
」
問
年
四
月
十
日
条
(
『
国
』
一
一
六
1
九)。
〈
お
〉
大
繰
り
川
掲
お
〈
ニ
O
O四
年
)
。
〈
幻
)
佐
竹
式
部
少
帥
州
議
都
の
侍
妾
で
あ
っ
た
が
、
諮
問
院
を
皮
み
、
正
室
に
綴
さ
れ
る
。
義
都
没
後
永
寿
院
と
号
し
た
(
吋
新
編
佐
竹
氏
系
図
h
七
O
頁)。
(
お
)
「
義
透
日
記
」
元
文
三
年
五
月
七
日
条
(
『
国
』
一
一
一
五
i
ニ
0
1
(
初
)
「
間
的
治
左
衛
門
秀
満
徳
寿
丸
山
慨
御
附
頭
役
勤
中
日
記
」
一
五
文
田
年
四
月
十
一
日
条
(
『
悶
』
二
二
一
一
1
3
5
以
下
「
秀
前
日
記
」
と
略
記
。
(
叩
)
「
秀
前
日
記
」
元
文
四
年
四
月
十
七
日
条
(
『
国
』
二
二
割
1
一一六)。
(
別
)
「
秀
満
日
記
」
陀
年
四
月
十
三
日
条
(
『
国
』
二
二
一
一
一
1
二
問
)
。
〈
ロ
)
中
間
前
掲
没
。
(
お
)
鎌
田
前
縄
市
川
。
(
M
M
)
「
秀
満
日
記
」
覚
保
二
年
間
月
十
一
一
一
十
六
十
八
日
条
、
「
御
右
筆
処
御
浅
物
御
日
記
投
故
」
同
年
四
月
」
l
九
日
条
(
明
削
悶
恥
二
一
一
一
二
1
一一一四)。
(
お
)
「
御
右
筆
処
御
性
物
御
日
記
書
紋
」
悶
年
限
月
廿
八
日
条
(
吋
庖
』
一
一
中ハ)。
(
犯
)
吋
悶
恥
一
一
i
一
一九。
(
幻
)
「
秀
尚
日
記
」
党
保
一
一
一
年
正
月
十
二
日
条
(
吋
悶
』
一
三
回
)
。
(
犯
)
大
藤
前
掲
論
文
。
(
ぬ
)
今
野
氏
「
幕
滞
体
制
下
の
生
活
規
制
i
m物
停
此
令
と
禁
字
i
」
(
吋
宮
46 
峨
庇
史
科
学
研
究
恥
第
一
一
一
八
号
、
一
九
九
四
年
三
今
野
氏
は
禁
字
を
、
身
分
を
越
え
た
生
活
規
制
と
し
、
権
力
的
権
威
的
序
列
を
よ
り
強
く
認
識
さ
せ
る
機
会
で
あ
っ
た
と
す
る
。
松
田
務
に
お
い
て
は
安
永
四
年
(
一
七
五
五
)
段
階
で
禁
字
法
令
が
全
領
誌
を
対
象
に
発
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
甘
や
保
年
間
で
は
少
な
く
と
も
禁
字
規
制
が
体
系
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
い
又
旬
。
(
岨
)
吋
…
回
出
一
一
l
一
O
。
(
必
)
今
村
義
孝
尚
橋
秀
夫
編
『
秩
田
滞
町
触
接
』
上
(
未
来
社
、
一
九
七
一
年
)
、
二
六
賞
。
(
M
H
)
大
友
前
拘
論
文
(
一
一
O
O
O年)。
(
必
)
「
御
右
彼
処
飾
部
物
御
日
記
山
政
」
究
保
二
年
十
月
一
一
一
日
条
(
吋
図
』
一
一
!一
O
五
万
(
判
〕
「
御
布
箔
処
御
お
物
御
日
記
市
川
町
抜
」
延
手
元
年
八
月
H
五
日
九
月
朔
日
条
(
『
困
』
一
一
一
O
七
1
一
O
八
三
(
M
M
)
「
秀
満
日
一
J
山
」
犯
保
一
一
一
年
正
月
十
七
日
条
(
吋
悶
』
一
j
五
九
)
。
(
羽
)
「
秀
満
日
記
」
同
年
一
一
一
月
八
日
条
(
明
悶
』
一
六
O
)。
(
灯
)
大
藤
前
掲
諭
zV
吋
(
川
崎
)
『
秩
岡
山
A
史
』
第
一
一
数
近
役
柄
棚
上
。
(ω)
八
代
務
主
義
敦
、
九
代
部
主
益
和
と
も
に
一
一
歳
で
相
続
し
た
。
議
敦
は
逃
領
在
制
捜
対
し
て
か
ら
約
一
カ
月
後
に
表
へ
移
り
、
義
和
は
六
月
一
日
に
父
義
教
が
死
去
し
、
間
開
封
前
の
七
月
一
一
四
日
に
表
へ
移
っ
て
い
る
。
銭
其
以
降
の
離
主
で
は
、
肉
体
的
精
神
的
成
長
を
待
た
ず
に
表
へ
移
っ
て
い
る
引
例
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
(
印
)
「
説
遊
日
記
」
平
保
十
五
年
四
月
二
十
七
日
条
(
吋
悶
』
一
一
一
O
一〉。
(
日
)
『
秋
田
県
史
』
第
二
巻
近
枇
編
上
。
(
臼
)
「
察
宗
日
一
品
」
宝
儲
一
一
一
年
十
一
月
九
日
条
(
吋
間
間
隔
八
閉
九
三
〉
。
(
日
)
幅
削
間
千
鶴
「
近
世
中
期
に
お
け
る
彦
恨
引
伊
家
の
奥
向
」
(
村
完
成
彦
編
『
彦
回
世
城
博
物
納
議
お
6
武
家
の
生
活
と
救
護
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
ニ
0
0五
年
)
。
(
日
)
「
秀
糊
日
記
」
一
見
文
五
年
十
月
じ
日
条
〈
『
国
』
一
四
七
)
。
(
日
)
大
森
映
子
「
大
名
相
続
を
め
ぐ
る
分
家
と
一
門
」
(
深
谷
克
己
姻
新
総
明
〈
江
一
一
戸
〉
の
人
と
身
分
3
権
威
と
上
昇
駅
製
』
古
川
弘
文
館
、
ニ
O
一
O
年)。
(
日
)
「
説
遊
日
記
」
事
保
十
六
年
三
月
十
じ
日
条
(
明
間
』
一
一
一
一
一
五
万
(
貯
)
畑
前
弱
視
。
(
日
)
「
山
方
内
匠
泰
滋
御
家
老
勤
中
日
記
」
党
保
一
日
一
年
十
一
月
引
六
日
条
(
『
闘
』
一
四
四
八
一
)
。
(
印
)
「
泰
談
日
記
」
延
本
元
年
三
月
四
日
条
(
『
悶
』
一
一
間
l
凶
八
一
一
)
。
(
印
)
大
藤
仲
間
「
近
世
の
国
家
社
会
と
商
字
姓
氏
」
(
同
『
近
世
山
崎
民
と
家
村
国
家
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
)
。
(
引
)
山
口
啓
二
吋
鎖
閉
山
と
悶
悶
』
〈
岩
波
現
代
文
庫
、
一
九
九
三
年
)
。
〈
何
一
宮
山
〉
本
輸
は
こ
O
一
0
年
度
東
北
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
